
公
共
事
業
の
削
減
が
進
み
、
建
設
会
社
が
受
注
額
の
減
少
に
悩
む
中
、
北
海
建
設
業
信
用
保
配
(北
保
証
、
本

社
・
札
幌
、
新
山
惇
社
長
)
の
関
連
会
社
、

北
保
証
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
す
る
資
金
属
り
支
援
が
認
知
度
を
高
め
て
い

る
。
提
供
事
業
は
、
い
ず
れ
も
国
土
芦
通
省
の
肝
い
り
で
、
一
語
け
企
業
が
利
用
す
る
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融
資

制
度
(
転
貸
融
資
)
か
ら
下
請
け
企
業
の
下
関
債
権
保
全
支
援
事
業
(
保
証
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
)
ま
で
幅
広
く
ガ
ー

ド。

6
月
お
日
に
就
任
し
た
小
林
健
二
社
長
に
両
事
業
の
特
長
や
メ
リ
ッ
ト
を
聞
い
た
。
(
聞
き
手
・
神
田
浩
司
記
者
)

新
規
の
打
診
が
相
次
ぐ
転
貸
融
資

小林健二社長に聞く

ー
最
近
の
転
貸
融
資
の
実

績
に
つ
い
て
。

2
0
0
8年
日
月
の
創
設

事
業
。
融
資
実
績
は

ω年
度

が
却
億
6
6
7
0
万
円
で
、

規
利
用
企
業
の
伸
び
悩
み
、

リ
ピ
ー
タ
l
企
業
の
受
注
減

少
、
取
り
扱
い
工
事

(H
融

資
金
額
)
の
小
口
化
な
ど
が

見
ら
れ
る
。

ー
最
大
の
特
徴
は
。

当
制
度
は
、
前
払
い
金
や

中
間
前
払
い
金
を
受
け
取
っ

た
後
、
完
成
工
事
代
金
が
入

金
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
工
事

の
進
捗

(し
ん
ち
ょ
く
)
状

況
に
応
じ
工
事
出
来
高
の
範

囲
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る

が
、
酔
貨
利
息
な
ど
は
国
の

助
成
制
度
が
あ
り
低
利
で
資

金
調
達
が
で
き
る
こ
と
、
ま

た
、
当
制
度
に
よ
る
借
入
金

は
、
経
営
事
項
審
査
で
有
利

に
取
り
扱
わ
れ
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

完
成
工
事
代
金
が
入
金
す

る
ま
で
の
問
、
下
請
け
・
資

材
企
業
に
対
し
、
月
次
で
出

来
高
を
払
う
商
慣
習
が
あ

り
、
そ
の
聞
に
つ
な
ぎ
資
金

を
金
融
機
関
か
ら
調
達
す
る

ケ
l
ス
が
多
い
と
聞
く
。
建

設
業
界
に
対
す
る
金
融
機
関

の
貸
し
出
し
傾
向
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
中
、
当
制
度
を

転
貸
融
資
は
つ
な
ぎ
資
金
に
有
利

m年
度
が
剖
億
4
4
2
0万

円
だ
っ
た
。

叩
年
度
は

ω年

度
大
型
補
正
の
反
動
減
が
あ

り
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
新

回

リ
ス
ク
管
理
の
潜
在
ニ

l
ズ
に

応
え
る
保
証
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ

ー
保
証
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ

は
叩
年
度
の
取
扱
件
数
が

2
4
3件
、
金
額
で
辺
億

6
8
0
0万
円
に
上
っ
て

い
る
。
そ
の
背
景
要
因
は
o

m年
3
月
か
ら
開
始
し
た

事
業
だ
が
、
取
り
扱
い
の
実

績
は
岩
実
に
伸
び
て
い
る
。

こ
れ
は
元
請
け
の
倒
産
に
よ

る
債
権
回
収
不
能
の
回
避
策

と
、
連
鎖
倒
産
の
防
止
策
を

下
関
け
建
設
企
業
や
資
材
企

業
が
求
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
数
字
に
表
れ
た
と
考
え

サ
イ
レ
ン
ト
保
証
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

建
設
業
界
の
健
全
な
発
展
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
語
る

小
林
社
長

こばや し・けん じ 1948年7月13日
生まれ、札幌市出身。 73年3月同志社
大法学部事業。同4月北保証入社。 20
03年6月取締役に。 04年6月総務部長、
06年6月東京支庖長、09年常務取締役
に就任。ことし6月から北保証サービ
ス取締役社長を兼務。

有
効
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。

ー
今
後
の
予
想
推
移
に
つ

い
て
は
。

本
年
度
第
l
四
半
期
の
実

績
は
凶
年
度
同
期
比
で
減
少

し
て
い
る
が
、
新
規
利
用
企

柴
か
ら
の
申
し
込
み
打
診
が

あ
る
。
融
資
金
額
は
小
さ
い

な
が
ら
、
あ
ま
り
取
り
扱
い

の
な
い
こ
の
時
期
に
融
資
の

実
績
が
つ
く
な
ど
、
例
年
に

は
な
い
動
き
が
見
ら
れ
る
。

て
い
る
。

公
共
投
資
が
著
し
く
減

り
、
利
益
事
も
低
迷
し
、
債

権
の
焦
げ
付
き
が
簡
単
に
穴

埋
め
で
き
な
い
よ
う
な
環
境

の
中
、
独
自
の
与
信
管
理
だ

け
で
は
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
徹
底
が
難
し
い
下
請
け

・
資
材
企
業
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
ツ
l
ル
を
望
ん
で
い
た

と
い
う
声
を
多
く
も
ら
っ
て

い
る
。ー充
実
す
る
事
業
内
容
に

つ
い
て
。

叩
年
3
月
に
始
め
た
「
手

形
保
配
」
が
振
出
手
形
を
個

別
に
保
証
し
、
翌
4
月
に
開

始
し
た
「
手
形
割
引
」
で
は

手
形
の
現
金
化
に
対
応
し

た
。
さ
ら
に

7
月
か
ら
は

「
売
掛
金
保
証
」
を
始
め
、

す
で
に
発
生
(
請
求
)
し
た

売
掛
金
に
つ
い
て
個
別
保
証

を
実
施
し
て
い
る
。

旧
年
出
月
に
は
「
枠
保
証
」

が
追
加
と
な
り
、
工
事
契
約

後
に
発
生
す
る
債
権
に
つ

い
て
保
証
極
度
額
を
設
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
年

6
月
か
ら
は
被
災
地
限
定

の
「
手
形
買
取
(
被
災
地
域

限
定
)
」
も
取
り
扱
っ
て
い

る。
ー
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

元
調
け
に
対
し
て
サ
イ
レ

ン
ト
で
保
証
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

「
普
か
ら
取
引
の
あ
る
元
潤

け
が
業
況
の
悪
化
傾
向
に
あ

る
が
、
急
に
辞
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
な
ど
元
請
け
サ

イ
レ
ン
ト
保
証
だ
か
ら
こ
そ

有
効
に
利
用
で
き
る
利
点
が

あ
る
。

ー
利
用
に
際
し
、
風
評
被

害
を
気
に
し
て
二
の
足
を

踏
む
企
業
も
い
る
と
思
う

が
。
転
貸
融
資
で
は
発
注
者
に

債
権
譲
渡
を
申
帯
す
る
が
、

発
注
者
か
ら
不
利
益
を
受
け

た
り
、
風
評
被
害
に
遭
』
?
よ

う
な
声
は
今
の
と
こ
ろ
聞
こ

え
て
い
な
い
。

不
安
な
点
が
あ
れ
ば
、
当

社
が
お
客
さ
ま
と
発
注
者
と

の
聞
に
入
っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
で
安
心
し

て
ほ
し
い
。

ー
発
注
機
関
の
理
解
も
必

要
だ
と
思
う
が
。

当
社
で
は
、
道
内
の
地
方

自
治
体
に
対
し
、
制
度
導
入

の
支
援
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
業
界
団
体
、
商

工
団
体
等
に
対
す
る
説
明
会

の
噌
施
、
行
政
機
関
、
金
融

機
関
の
協
力
を
も
ら
い
周
知

活
動
も
進
め
て
い
る
。

両
制
度
と
も
建
設
業
界
に

と
っ
て
新
た
な
資
金
調
達
の

ツ
l
ル
で
も
あ
り
、
実
績
を

上
げ
、
継
続
で
き
る
よ
う
努

力
し
た
い
。

今
後
は
、
資
金

需
要
の
高
ま
る
年
末
か
ら
年

度
末
に
向
け
、
さ
ら
に
制
度

を
P
R
'H
前
年
度
を
上
回

る
実
撃
貸
し
た
い
と
考
え

て
い
る
o
f

平成23年8月3日　北海道建設新聞（4面）


